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出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
多

く
の
方
に
婚
活
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
や
県
な
ど
さ
ま
ざ
ま
自
治

体
で
結
婚
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

婚
活
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、「
当
た

り
前
」
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
い
わ
び
つ
婚
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

出会い交流イベント実行委員会委員長
　西山　芳行　さん

■
日
時

　

平
成
29
年
７
月
１
日
㈯

　

10
時
～
15
時
予
定
（
受
付
９
時
30
分
～
）

■
集
合
場
所　

コ
ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び
つ

■
会
場

　

コ
ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び
つ
キ
ャ
ン
プ
場
お
よ

び
岩
櫃
城
跡

■
概
要

・
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

・
岩
櫃
城
跡
ま
で
散
策

■
人
数

・
男
性
15
人
（
東
吾
妻
町
に
お
住
ま
い
の
方

　

ま
た
は
東
吾
妻
町
に
お
勤
め
の
方
）

・
女
性 

15
人
（
住
所
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が

　

交
通
費
等
は
ご
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。）

■
対
象
者　

20
歳
～
40
歳
代
の
独
身
男
女

■
参
加
費

　

男
性
…
3
千
円　

／　

女
性 

…
千
円

※
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
が
、

　

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
必
ず
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
服
装

　

往
復
で
１
時
間
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
す
の
で
動
き
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
５
月
15
日
㈪

　

～
平
成
29
年
６
月
16
日
㈮

■
ア
ク
セ
ス　

自
家
用
車
の
方
は
、
直
接
コ

ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び
つ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

電
車
の
方
は
、
駅
か
ら
の
送
迎
な
ど
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
町
内
各
所
に
設
置
す

る
チ
ラ
シ
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

※
参
加
者
の
個
人
情
報
は
厳
重
に
管
理
し
、

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と
以
外
に

　

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
出
席
者
の
個
人
情
報

　

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
一
切
お
答
え
で

　

き
ま
せ
ん
。

※
よ
り
健
全
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た

め
、
当
日
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
中
の
情
報
交
換
や
終
了
後
の
お

つ
き
あ
い
な
ど
、
各
自
の
ご
判
断
と
責
任

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
吾
妻
町
出
会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
事
務
局
（
東
吾
妻
町
役
場
企
画
課
内
）

（
☎
68
・
２
１
１
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
・
４
９
０
０
）

（
Ｅ
メ
ー
ル

　

kikaku@
tow

n.higashiagatsum
a.　

gunm
a.jp

）

第
３
回
い
わ
び
つ
婚
を
開
催
し
ま
す

　

東
吾
妻
町
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
、「
ひ
が
し
あ
が

つ
ま
出
会
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
し
て
平
成
27
年
度
か
ら
、
出
会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
い
わ
び
つ
婚
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

第
３
回
目
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

コニファーいわびつキャンプ場
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お知らせします

　町では「収入及び支出の概況」や「財産や借入金の状況」などを条例に基づき公表しております。公表の方法
としては、広報の他に、告示として町の掲示場に掲示しています。条例に基づく公表は、自治法第 243 条の 3 に
規定されているもので、毎年 2 回行っています。（P2 ～ P4 に掲載）

一般会計下半期予算執行状況

平成 28年度
下半期

歳出
上段：予算額
下段：執行済額 執行率

合計
85 億 2871 万 9 千円

84.3％
71 億 9167 万 7 千円

総務費
20 億 3082 万５千円

78.2％
15 億 8749 万３千円

民生費
18 億 5712 万 8 千円

88.3％
16 億 4052 万 4 千円

教育費
11 億 9997 万 9 千円

80.4％
９億          6513 万円

公債費
10 億 3355 万７千円

100.0％
10 億 3353 万６千円

土木費
６億 9187 万５千円

62.3％
４億 3096 万２千円

農林水産業費
５億 6698 万 5 千円

86.1％
４億 8804 万６千円

衛生費
４億 8498 万９千円

93.1％
４億          5153 万円

消防費
３億 6813 万 2 千円

92.0％
３億 3876 万１千円

商工費
１億 6621 万２千円

80.8％
１億 3438 万 1 千円

議会費
9949 万４千円

97.9％
9738 万 8 千円

その他
2954 万３千円

81.0％
2392 万 6 千円

歳入
上段：予算額
下段：執行済額 執行率

合計
85 億 2871 万 9 千円

87.2％
74 億 3367 万１千円

地方交付税
31 億 5814 万 4 千円

100.0％
31 億 5892 万 3 千円

町税
19 億 1624 万 8 千円

99.1％
18 億 9974 万 6 千円

町債
7 億          8100 万円

34.9％
2 億          7240 万円

国庫支出金
5 億 5867 万 5 千円

73.8％
4 億 1220 万 6 千円

県支出金
4 億 7774 万 2 千円

49.7％
2 億 3734 万 3 千円

繰越金
4 億 1836 万 4 千円

100.0％
4 億 1836 万 5 千円

諸収入
3 億 1313 万 5 千円

55.2％
1 億 7291 万 6 千円

地方消費税
交付金

2 億          6500 万円
95.4％

2 億 5294 万 2 千円

繰入金
1 億 6255 万 6 千円

83.6％
1 億 3585 万 7 千円

分担金及び
負担金

１億 5104 万 9 千円
83.5％

１億          2606 万円

その他
３億 2680 万６千円

106.2％
３億 4691 万３千円

一般会計の状況
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特　別　会　計 予　算　現　額 収　入　済　額 支　出　済　額

国民健康保険

事業
勘定 22 億 2183 万７千円 19 億 7683 万円 (89.0％ ) 19 億 9685 万円 (89.9％ )

施設
勘定 9750 万６千円 8216 万７千円 (84.3％ ) 8779 万７千円 (90.0％ )

後期高齢者医療 1 億 8743 万７千円 1 億 2093 万４千円 (64.5％ ) 1 億 7532 万円 (93.5％ )

介護保険 16 億 6657 万５千円 15 億 4607 万２千円 (92.8％ ) 13 億 8583 万３千円 (83.2％ )

地域開発事業 9836 万３千円 576 万１千円 (5.9％ ) 6169 万８千円 (62.7％ )

下水道事業 5 億 429 万７千円 ４億 2303 万 1 千円 (83.9％ ) 4 億 5120 万９千円 (89.5％ )

簡易水道 7176 万９千円 3160 万円 (44.0％ ) 6441 万円 (89.7％ )

特　別　会　計
収入 支出

予　算　現　額 収　入　済　額 予　算　現　額 支　出　済　額

水道事業

収益的 2 億 1666 万４千円
1 億 8939 万４千円

(87.4％ )
２億 1666 万４千円 8356 万１千円 (38.6％ )

資本的 1 億 2181 万 6 千円
1 億 275 万７千円

(84.4％ )
２億 1767 万４千円

1 億 3640 万９千円
(62.7％ )

(  ) 内は執行率

町の財政事情を

特別会計下半期予算執行状況

公営企業会計

固定資産税（※ 1）
10 億 9525 万２千円（54.89％）

町民税（※ 2）
7 億 3940 万 6 千円

（37.06％）

軽自動車税（※ 3）
6019 万９千円（3.02％）

入湯税
605 万 2 千円（0.30％）

【町民税（調定額）】　19 億 9521 万 4 千円
◎町民１人あたり…合計 138,489 円

　人口 14,407 人（3 月末現在）
※個々の「町民１人あたり」の金額は、
　調定額を単純に人口で除した数値

	※１ 法人と町外者所有の固定資産税を含んでいます。
	※２ 法人町民税を含んでいます。
	※３ 法人所有を含んでいます。

町たばこ税
9430 万 5 千円（4.73％）

町税の状況

科目 町民 1 人あたり
町民税 5 万 1323 円

固定資産税 7 万 6022 円
軽自動車税 4178 円
町たばこ税 6546 円

入湯税 420 円

総額
19億 9521 万
4千円

町税・特別会計・公営企業会計の状況
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総務費
45 億 8804 万 8 千円

(34.42％ )

一　

般　

会　

計

特
別
会
計

公営
企業

教育費
23 億 9791 万 6 千円

(17.99％ )土木費
17 億 8023 万 1 千円

(13.36％ )

諸支出金
5437 万 3 千円 (0.41％ )

災害復旧費
566 万 4 千円 (0.04％ )

消防費 7973 万 1 千円 (0.60％ )

民生費
2 億 6025 万円 (1.95％ )

下水道事業
28 億 4487 万 7 千円 (21.34％ )

地域開発事業
7355 万 6 千円 (0.55％ )

簡易水道事業
1 億 6163 万 2 千円 (1.21％ )

国民健康保険（施設勘定）
520 万 1 千円 (0.04％ ) 水道事業

7 億 7089 万 6 千円 (5.78％ )

総額
133億
2925 万 4千円

　町債とは、建設事業などの財源を
調達するため、金融機関などから長
期的に借り入れる資金です。

【町債 29年 3月 31 日現在高】
総　　額　　133 億 2925 万４千円
　　　　　（▲５億 8554 万 8 千円）

一般会計　　  94 億 7309 万２千円
　　　　　（▲４億 3075 万１千円）

特別会計　　  30 億 8526 万６千円
　　　　　（▲１億 1782 万 4 千円）

公営企業　　   ７億 7089 万６千円
　　　　　　　（▲ 3697 万 3 千円）

※円グラフは事業内訳
※カッコ内は平成 28 年 9 月 30 日
　現在に対しての増減額です。

町債の状況

◎土地…9,497,307㎡　◎建物…78,253㎡
◎山林…1,016.0㌶
◎基金

・現金…51 億 8258 万 1203 円　　（表①）

・土地（土地開発基金）
　取得価額…1 億 6033 万 6221 円
　面積…29,677.98㎡
◎出資金…4 億 5792 万 2953 円　　（表②）

表①　基金　	 （単位：円）

名称 現在高

財政調整基金 2,295,116,510
合併市町村振興基金 996,459,900
庁舎建設基金 967,319,231
公共施設等整備基金 404,105,132
福祉事業基金 111,924,128
浄化槽市町村整備推進事業減債基金 81,886,458
国民健康保険基金 80,756,687
育英資金貸付基金 80,000,000
土地開発基金 54,868,042
介護保険介護給付費準備基金 30,800,500
指定地区公共施設等整備基金 18,849,608
ふるさと農村活性化対策基金 10,000,028
中山間ふるさと水と土保全対策基金 10,000,000
スポーツ振興基金 9,657,441
ふるさと応援寄附基金 8,127,462
優良農業後継者褒賞基金 5,880,957
学校施設整備基金 4,505,606
小中学校児童生徒善行表彰基金 3,101,252
学校基本財産積立金 2,794,321
文化功労者褒賞基金 2,001,501
その他基金 4,426,439

計 5,182,581,203

町有財産の
状況

表②　出資金　	 （単位：円）

名称 現在高

東吾妻町水道事業出資金 219,500,000
吾妻ふるさと市町村圏基金出資金 193,886,000
群馬県信用保証協会出捐金 14,800,000
吾妻森林組合出資金 8,028,800
東吾妻町乳用牛貸付運営基金出資金 5,373,100
群馬県農業信用基金協会出資金 3,050,000
㈶群馬県消防協会基金出捐金 2,505,000
群馬県森林組合作業班員等雇用安定基金出捐金 1,922,000
地方公営企業等金融機構出資金 1,800,000
㈶群馬県養蚕振興協会基金出捐金 1,684,000
㈶群馬県農業後継者育成基金出資金 1,167,000
㈶群馬県農業後継者育成出捐金 1,050,300
㈶群馬県スポーツ振興事業団出捐金 981,000
㈳群馬県畜産協会寄託金 610,000
㈶群馬県長寿社会づくり財団出捐金 557,000
㈶群馬県工業技術振興基金出捐金 304,000
㈶ぐんま腎臓バンク出捐金 236,553
群馬県農業共済基金拠出金 230,200
㈳群馬県畜産協会出捐金 70,000
群馬県青果物生産出荷安定基金協会出捐金 60,000
その他出資金 108,000

計 457,922,953

町の財政事情　町債と財産の状況
■問い合わせ先
　役場企画課　財政係
 （ 内線   221 担当  水出智也）

農林水産業費
３億 687 万 9 千円

(2.30％ )
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○東吾妻町行財政改革推進プラン　《３つの重点事項（コンセプト）》
１．町財産の適正管理　　　※町財産とは公有財産のみならず財政運営までをいう。
２．業務の見直し　　　　　※業務とは町長の権限に属し統轄する事務をいう。
３．職員数と人件費の適正化　　

　引き続き「健全財政に向け徹底した改革に取り組むまち」を実現していくため、町
民みなさまのご理解とご協力をお願いします。
　なお、プラン２年目の進捗状況を次のとおりお知らせします。また、さらに詳しい
内容につきましては、町ホームページで公表しますのでご確認ください。

■行財政改革推進プラン２年目の実績など（平成 28年度概要）
重点事項 取り組み実績など

①町財産の適正管理　　

⑴計画的な財政運営

◎将来負担比率の改善
　▲２７．７％（25 年度対比減）
　【28 年度起債発行額】
　約７億８千万円（27 年度より約 1 億円削減）

⑵公有財産の適正管理 ◎公共施設等総合管理計画の策定
　長期的な視点の管理計画を策定（目標達成）

⑶役場本庁舎の建設促進

◎現実的に対応できる最適な本庁舎の建設促進
　建設コストに考慮した新庁舎の設計に着手し、町民
の利便性と行政効率の向上を目指した「総合窓口化」
を併せて調査検討（おおむね目標達成）

②業務の見直し　　

⑴組織機構の見直し ◎組織機構の定期的な見直し
　現行組織体制の課題などを調査（おおむね目標達成）

⑵事務事業の見直しや改善 ◎事務事業評価体制の確立
　事務事業評価委員会を継続（29 年度予算へ反映）

⑶アウトソーシングの推進
◎公共施設の管理運営のあり方検討
　岩櫃ふれあいの郷の３施設廃止（役場本庁舎へ転用、
　健康増進センターは移転予定）

③職員数と人件費の適正化

⑴総職員数の適正化の推進 ◎職員定員適正化計画の目標達成
　▲ 10 人（目標 204 人に対し）

⑵総人件費の適正化の推　 ◎定員管理による人件費の適正化
　▲約 1 億 2 千万円（効果額）

⑶組織マネジメントの強化 ◎人材を活かす人事制度の確立
　人事評価制度の実施（目標達成）

※２年目の主な取り組み概要をまとめたものです

行財政改革推進プランの進捗状況をお知らせします
～平成 29 年度までの推進期間のうち 28 年度実績～

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
調
整
係

　

内
線 

２
２
２　

担
当 

蜂
須
賀
徹

◎
ワ
ー
ド
解
説
：『
将
来
負
担
比
率
』

　

地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で
の
残
高
を

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
で
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
も
の
で
す
。

　
『
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
19
年
法
律
第
94
号
）』
の
制
定
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
状
況
を
表
す
財
政
指
標
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　町では、国からの要請や助言などに基づき、行政改革の推進のため策定した集中改
革プランの実施後も、自主的・主体的な取り組みとして、27 年度から３年間を期間と
する行財政改革推進プランを策定しています。
　このプランの策定にあたっては、これまでの経緯とその検証結果に加え、他市町村
の動向も踏まえながら新たな取り組みを模索、地方行政サービス改革の着実な推進に
努めるよう次の３つの重点事項を設定し、体系を整理しています。
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Higashiagatsuma　Town News

　100 歳を迎えた一場のりさん（萩生 : 大正 6
年生まれ）に町長が 5 月 25 日、慶祝訪問を行
いました。町長が長生きの秘訣を聞くと、一場
さんは「よく笑うことです」と答えました。

一  場さんが 100 歳
町長が慶祝訪問

 岩櫃城址をめぐる
三  名城ウオーキング

　５月 20・21 日に上州真田三名城ウオーキングが開催されました。続日本 100 名城に
選ばれた沼田城（沼田市）、名胡桃城（みなかみ町）、岩櫃城（東吾妻町）を巡るイベン
トで、岩櫃城へは 21 日にコンベンションホールから岩櫃城址を巡るコースで実施され、
約 180 人の参加者が東吾妻町の新緑を感じ、真田の歴史に思いを馳せました。

　浅間隠温泉郷にある薬師山本正院で４月 22 日、
長寿祭りが開催されました。地元の温泉につかり
同院に参拝すると、病気無く長生きできると言い
伝えられており、地域住民が訪れ、健康長寿を祈
願しました。

 ぽっくり地蔵に長生き祈願
長  寿まつり

 多くの来場者で賑わい
道  の駅ＧＷイベント
　5 月３日～５日にかけて道の駅あがつま峡
でゴールデンウイークイベントが開催され
ました。お楽しみ抽選会や吾妻高校ダンス
部の演技などで来場者は楽しんでいました。

水仙ちゃんも参加者

を激励して、 一緒に

写真も撮りました。
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ひがしあがつまタウンニュース

　５月 13 日、コンベンションホールで東吾
妻町スポーツ協会 10 周年記念事業が開催さ
れました。旧吾妻町と旧東村の体育協会が平
成 19 年に合併して 10 年を経た事を記念し
て開かれたもので、功労者への表彰のほか、
協会旗などが各専門部へ渡されました。記念
講演会では舞の海秀平さんが「私の相撲人生」
と題して、来場した約 400 人に講演を行いま
した。

 舞の海さんが講演
ス  ポーツ協会 10周年

　4 月 21 日に吾妻高校（福原佐知子校長）で
開校記念日講演会が開かれ、町の観光大使で『ス
カイランニング』のプロアスリート、長谷川香
奈子さんが母校で講演を行いました。長谷川さ
んは『人生一度きり、自分らしく「生きる」た
めに』という演題で自身の高校時代やプロアス
リートとしての生活などについて、全校生徒に
向けてお話ししました。

で講演    自分らしく
長  谷川香奈子さんが母校

　５月 14 日に戦国真田の岩櫃城跡探検隊
第 15 弾が開催されました。参加者は麻の
里会館を出発し、遮光器土偶が出土した唐
堀遺跡、完成品に近い陶器の奈良三彩が発
掘された四戸遺跡で見学を行い、東吾妻町
に眠る太古の歴史を感じました。

  町の遺構に歴史を感じ
岩  櫃城跡探険隊
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今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
平
成
29

年
３
月
27
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ

た
猿
橋
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
国
指
定
名
勝 

吾
妻
峡

　

猿
橋
の
話
を
す
る
前
に
、
そ
の
橋
が

架
か
っ
て
い
る
吾
妻
峡
の
話
し
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
吾
妻
峡
は
吾
妻
川
の
中

流
域
に
属
す
る
峡
谷
で
、
東
吾
妻
町
と

長
野
原
町
の
両
町
に
跨
が
っ
て
い
ま
す
。

吾
妻
川
が
年
月
を
か
け
て
安
山
岩
な
ど

の
火
山
岩
質
を
侵
食
し
て
作
り
あ
げ
た

そ
の
渓
谷
美
は
、
上
毛
カ
ル
タ
に
も
「
耶

馬
溪
し
の
ぐ
吾
妻
峡
」
と
し
て
詠
ま
れ

る
ほ
ど
の
偉
観
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
自
然
遺
産
が
世
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
元
年

（
１
９
１
２
年
）
に
地
理
学
者
で
あ
る
志

賀
重
昂
が
吾
妻
川
の
渓
谷
に
つ
い
て
「
耶

馬
溪
（
大
分
県
中
津
市
）
に
も
勝
る
」

と
絶
賛
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
い
わ

れ
、
そ
の
後
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
に

よ
っ
て
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
八
丁
暗
が
り
と
呼
ば
れ
る
川
幅
が

狭
ま
る
周
辺
に
は
、
屏
風
岩
・
鹿
飛
橋
・

布
袋
岩
・
龍
ノ
髭
・
磨
岩
・
龍
頭
岩
・

紅
葉
台
な
ど
風
光
明
媚
な
箇
所
が
多
く

あ
り
、
訪
れ
る
観
光
客
に
そ
の
威
容
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
よ
う
な
渓
谷
の
右
岸
、
左

岸
を
繋
ぐ
橋
は
吾
妻
横
断
橋
や
前
記
し

た
鹿
飛
橋
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
過
去
に
橋
が
架
か
っ
て
い
た
場
所

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
今

回
取
り
上
げ
ま
す
猿
橋
な
の
で
す
。　

●
猿
橋
と
は
？

　

谷
が
深
く
急
峻
な
吾
妻
峡
は
、
そ
の

地
形
的
な
部
分
か
ら
交
通
の
難
所
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
吾
妻
地
域
を
東
西
に
分

け
る
な
ど
人
の
往
来
が
非
常
に
難
し

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
そ
の
利
便
を
図
る
た
め
多
く
の
開
削

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
開
削
の

歴
史
、
人
々
の
往
来
の
歴
史
の
中
で
両

岸
へ
の
行
き
来
を
可
能
と
す
る
橋
の
架

橋
も
同
時
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

１
つ
が
猿
橋
で
し
た
。

　

猿
橋
と
い
う
と
山
梨
県
大
月
市
を
流

れ
る
桂
川
に
架
け
ら
れ
た
猿
橋
（
国
指

定
名
勝
、
日
本
三
奇
橋
の
１
つ
）
が
著

名
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
こ
の
名
が

付
け
ら
れ
た
橋
は
吾
妻
峡
に
も
存
在
し

て
い
ま
し
た
。
吾
妻
峡
の
猿
橋
に
は
旧

猿
橋
と
新
猿
橋
と
呼
ば
れ
る
２
本
が
あ

り
、
旧
猿
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
場
所

は
現
在
の
鹿
飛
橋
あ
た
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。『
岩
島
村
誌
』
で
は
こ
の
橋
が
寛

保
２
年
（
１
７
４
２
年
）
の
水
害
に
よ
っ

て
流
出
し
、
延
享
４
年
（
１
７
４
７
年
）

に
掛
け
替
え
た
際
の
史
料
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
猿
橋
が
そ
の
下

流
に
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
に
架
け

ら
れ
ま
し
た
が
、大
正
８
年
（
１
９
２
０
）

に
そ
の
基
礎
の
石
積
み
が
崩
れ
、
橋
が

落
ち
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
そ
の
こ
ろ
の

写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

橋
の
規
模
は
長
さ
12
間
（
約
21
・
６
ｍ
）

で
横
一
丈
余
り
（
約
３
ｍ
）
の
刎
ね
橋

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、『
三
島
村
天
明
三
年
泥
入
図
』
に
は

「
サ
ル
ハ
シ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
箇

所
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
位
置
も
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史

料
を
も
と
に
吾
妻
峡
の
新
た
な
人
道
橋

と
し
て
、
そ
れ
も
過
去
に
存
在
し
て
い

た
橋
の
構
造
を
復
元
す
る
よ
う
に
し
て

平
成
の
猿
橋
架
橋
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。
平
成
27
年
３
月
か
ら

着
工
さ
れ
完
成
し
た
橋
は
、
長
さ
43
ｍ
、

幅
員
は
３
・
８
ｍ
（
有
効
幅
員
３
ｍ
）
を

測
り
ま
す
。
構
造
は
片
刎
橋
と
し
、
過

去
の
猿
橋
の
構
造
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
吾
妻
峡
に
は
吾
妻
横
断
橋
、

鹿
飛
橋
に
加
え
て
３
本
目
の
橋
が
新
た

に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
指

定
名
勝
吾
妻
峡
を
め
ぐ
る
新
た
な
名
所

と
し
て
こ
れ
か
ら
多
く
の
観
光
者
を
出

迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
１
年
を
通
じ

て
新
緑
や
紅
葉
な
ど
色
と
り
ど
り
の
風

景
を
見
せ
る
吾
妻
峡
。
皆
さ
ん
も
猿
橋

を
渡
り
な
が
ら
吾
妻
峡
の
新
た
な
風
景

を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

東吾妻町の歴史・文化探訪
 ― 問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　担当 吉田智哉）

猿
橋
の
歴
史
～
国
指
定
名
勝
『
吾
妻
峡
』

に
か
け
ら
れ
た
人
道
橋
～

猿橋 絵図に書かれた猿橋（写真上部）
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＝新着図書情報＝
■おすすめの一冊

『素敵な日本人』……………………… 東野　圭吾　著

　東野圭吾の短編集。四季折々
の風物を織り込んだ、極上の九
編。多彩なミステリーが日常の
倦怠をほぐします。毎日寝る前
に一編、ゆっくり読んで見てく
ださい。

■児童図書
『おしりたんてい　かいとう vs たんてい』…

…………………… トロル　著
『からだの免疫キャラクター図鑑』… 岡田　晴恵　著
『サイレンカー』……………………… 長谷川　均　著
『おやすみ、エレン』……………

………… カール・ヨハン・エリーン　著
『ガラピコぷ～』…… NHK エデュケーショナル　監修

■一般図書
『いのちの車窓から』………………… 星野　　源　著
『親とさよならする前に』…………… 清水　晶子　著
『がん消滅の罠』……………………… 岩木　一麻　著
『ぼくの死体をよろしく頼む』……… 川上　弘美　著
『日本おもしろ雑学 500』…………… 若松　和紀　著
『カルテット２』……………………… 坂本　裕二　著
『かくしごと』………………………… 住野　よる　著

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報
◆ 5 月 16 日にググっとぐんま観光宣伝推進協議会
　総会に参加して来ました。

■問い合わせ先　役場地域政策課（☎ 68-2111）

水仙ちゃんの活動報告

◆太田幼稚園へ
❀五月人形　1 体
　須田　和友　さま

あたたかいこころ

ありがとうございました

　観光ボランティアガイド
      やんばツアーズに参加
　4 月 25 日に町観光ボランティアガイドの会（会
長：山野彊）が「やんばツアーズ」の体験会に参加
しました。「やんばツアーズ」は今年から八ッ場ダ
ム観光プロジェクトとしてスタートした、「日本一
のインフラ観光ツアー」です。ダム観光のプロ「や
んばコンシェルジュ」が楽しく、分かり易く案内し
てくれます。

　八ッ場ダムは日本の最新のダム技術を駆使し建設
されています。今後想定される首都圏での大水害を
回避・軽減させる大きな役割を担っています。
　一般の方も見学することができますので、平成
31 年度ダム完成に向けて、日々変わっていく工事
現場の様子を見に是非お越しください。
■問い合わせ先
・観光ボランティアガイドに関して
　町観光協会（☎70-2010）
・やんばツアーズに関して
　国土交通省関東地方整備局
　八ッ場ダム工事事務所　（☎ 0279-82-2317）
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便
秘
で
お
困
り
な
方
も
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
便
秘
の
お
薬
を
飲
む
前

に
、
排
便
姿
勢
が
と
て
も
大
事
で
す

の
で
、
今
回
は
排
便
姿
勢
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

　

洋
式
便
所
よ
り
も
和
式
便
所
の
方

が
、
腸
の
構
造
的
に
力
み
や
す
く
、

ス
ム
ー
ズ
な
排
便
が
で
き
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、

洋
式
便
所
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
洋
式
便
所
で
良
好
な
排
便

を
得
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し

ま
す
。
ま
ず
、
①
洋
式
便
所
の
前
に

足
置
き
を
置
き
ま
す
。
排
便
時
に
は

両
足
を
、
そ
の
足
台
の
上
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。
②
膝
に
肘
を
つ
き
、
前

傾
姿
勢
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
具
体

的
に
は
、「
考
え
る
人
」
の
よ
う
な
姿

勢
で
す
。
③
背
筋
を
伸
ば
す
、
の
も

よ
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

読
む
よ
り
も
、
見
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
理
想
的
な
排
便
姿

勢
の
図
を
添
付
し
ま
す
。
参
考
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

国
保
診
療
所　

藤
原
健
史

■
受
付
時
間

　

午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
診
療
時
間

　

午
前
…
９
時
～
12
時

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
連
絡
先　

☎
59
・
３
０
１
０

　
　
　
　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
59
・
３
１
６
１

理
想
的
な
排
便
姿
勢

★「６月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

6/4
休診　

５ ６
休診　

７
午後
定期
往診　

８
午後
定期
往診　

９
午後
定期
往診　

10
休診　

11
休診　

12 13
休診　

14 15
代診医
午後
休診　

16
代診医
午後
休診　

17
休診　

18
休診　

19
代診医
午後
休診　

20
休診　

21
代診医
午後
休診　

22 23
午後
個別
接種　

24
休診　

25
休日
当番医
　

26 27
休診　

28
午後
東小学校
保健委員
会

29
午後
骨粗
しょう症
説明会

30 7/1
休診　

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊当院では予約診療を行っています。定期受診の方は予約での診療をお
　願いします。
＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療行っていますので、体調不良時
　は気兼ねなく来院ください。

期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

11 日㈰ 小池医院
（岩下 ☎ 67-2030）

草津温泉松岡医院
（草津☎ 0279-88-7611）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

18 日㈰ 吾妻脳外循環科
（原町 ☎ 68-5211）

長生病院
（長野原☎ 0279-82-2188）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

25 日㈰ 町国保診療所
（箱島☎ 59-3010）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

※診療時間は 9 時から 17 時まで（休日夜間は 17 時以降）です。できるだけ時間内に受診してください。
※急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。
※在宅待機のため、原則として往診は行いません。

６月の当番医予定表
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■
６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間　

　

は
、「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す
。

　

今
年
の
歯
と
口
の
健
康
週
間
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、「
お
い
し
い
と
元
気
を
支
え
る

丈
夫
な
歯
」
で
す
。
丈
夫
な
歯
づ
く
り
の

第
一
歩
は
、
毎
日
の
歯
み
が
き
で
す
。
読

者
の
皆
さ
ま
も
、
食
後
す
ぐ
に
歯
磨
き
を

行
う
よ
う
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
指
導
を

受
け
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

虫
歯
原
因
菌
が
含
ま
れ
る
プ
ラ
ー
ク
（
歯

垢
）
と
、
む
し
歯
原
因
菌
が
酸
を
産
生
す

る
基
質
と
な
る
、
口
の
中
の
食
べ
か
す
に

含
ま
れ
る
糖
を
歯
磨
き
で
取
り
除
く
た
め

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
、
食
後
す
ぐ
の
歯
磨
き

は
歯
を
傷
つ
け
る
た
め
、
30
分
は
時
間
を

置
く
の
が
安
全
と
の
情
報
が
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
伝
え
ら
れ
、
混
乱
を
招
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
本
当
に
、
食
後
す
ぐ
の

歯
磨
き
は
Ｎ
Ｇ
な
の
で
し
ょ
う
か
？

■
日
本
小
児
歯
科
学
会
の
見
解

　

日
本
小
児
歯
科
学
会
は
、「
食
後
の
歯

磨
き
」
に
関
す
る
見
解
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
結
論
か
ら
申
し

上
げ
る
と
、
虫
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
今

ま
で
通
り
、
食
後
は
出
来
る
だ
け
早
め
に

歯
磨
き
を
行
い
、
虫
歯
原
因
菌
が
含
ま
れ

る
プ
ラ
ー
ク
と
、
口
の
中
に
残
っ
た
食
べ

か
す
に
含
ま
れ
る
糖
を
取
り
除
き
、
脱
灰

（
酸
に
よ
り
、
歯
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
出

す
事
）
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
虫
歯
と
酸
蝕
歯
の
違
い

　

食
後
す
ぐ
の
歯
磨
き
を
Ｎ
Ｇ
と
す
る
根

拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
虫
歯
で
は
な
く
、

酸
蝕
歯
に
関
す
る
研
究
で
す
。
酸
性
の
強

い
飲
食
物
を
頻
繁
に
摂
取
し
た
場
合
、
飲

食
物
中
の
酸
が
歯
を
化
学
的
に
溶
か
す
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
を
酸
蝕
歯
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
の
中
の
虫
歯
原
因
菌

が
つ
く
る
酸
に
よ
り
歯
が
脱
灰
さ
れ
て
発

生
す
る
虫
歯
と
、
酸
性
の
飲
食
物
が
直
接

歯
を
溶
か
す
こ
と
で
発
生
す
る
酸
蝕
歯
で

は
、
発
生
の
仕
組
み
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

■
酸
性
飲
食
物
と
酸
蝕
歯

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
研
究
チ
ー
ム

が
、
市
販
飲
料
１
２
０
種
の
p
Ｈ
を
測
定

し
た
と
こ
ろ
、
実
に
73
％
が
エ
ナ
メ
ル
質

の
溶
け
だ
す
臨
界
（
p
Ｈ
５
・
５
）
を
下

回
っ
て
お
り
、
中
に
は
p
Ｈ
２
前
後
を
呈

す
る
も
の
も
存
在
し
ま
し
た
。
人
間
の
歯

は
、
酸
に
強
い
エ
ナ
メ
ル
質
で
覆
わ
れ
、

口
の
中
を
潤
す
唾
液
に
は
酸
を
中
和
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
食
生
活
と
丁

寧
な
歯
磨
き
を
行
っ
て
い
る
限
り
、
酸
蝕

歯
の
生
じ
る
リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
食
生
活
が
乱
れ
、

酸
性
飲
食
物
を
頻
繁
に
摂
取
し
て
い
る

と
、
酸
蝕
歯
発
生
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま

す
。
飲
食
物
中
の
酸
で
脆
く
な
っ
た
歯
を

強
い
力
で
歯
磨
き
す
れ
ば
、
歯
の
擦
り
減

り
が
加
速
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。

■
か
が
や
く
歯
、

み
ら
い
の
僕
へ
の
金
メ
ダ
ル

　

昨
年
度
の
歯
と
口
の
健
康
標
語
の
吾
妻

郡
代
表
に
選
ば
れ
た
、山
田
柊
真
く
ん
（
太

田
小
）
の
標
語
で
す
。
金
メ
ダ
ル
に
値
す

る
か
が
や
く
歯
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

は
、
日
々
の
歯
磨
き
だ
け
で
な
く
、
規
則

正
し
い
食
生
活
も
重
要
で
す
。
歯
と
口
の

健
康
週
間
を
機
会
に
、
改
め
て
歯
と
口
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
吾
妻
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当 

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
虫

歯
と
酸
蝕
歯
」
で
す
。

25. 虫歯と酸
さ ん し ょ く し

蝕歯

認知症家族会
　認知症家族会に出かけてみませんか？日ごろ
思っていることを話してみましょう。
■日時
　平成 29 年６月 28 日㈬　10 時～ 11 時 30 分
■場所　保健センター
■問い合わせ先
　包括支援センター（☎ 68-0200　 担当  田中春美）

６月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【東地区】
■日時　平成 29 年６月８日㈭　10 時～ 11 時 30 分
■場所　あづま農村環境改善センター

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日時　平成 29 年６月９㈮　13 時 30 分～ 15 時
■場所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）
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保
育
所
を
地
域
に
根
ざ
し
た
開
か
れ

た
保
育
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

や
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
未
就

園
の
親
子
の
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

『
安
全
に
子
ど
も
を
遊
ば
せ
た
い
』
と
い

う
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
育
児
相
談
も
併
せ
て
行
っ
て

い
ま
す
の
で
『
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
の
こ

と
が
心
配
』『
誰
か
に
悩
み
を
聞
い
て
も

ら
い
た
い
』
な
ど
子
育
て
中
の
保
護
者

の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
園
庭
開
放
】

■
日
程　

7
月
1
日
か
ら

・
あ
づ
ま
保
育
所
…
毎
週
火
曜
日

・
原
町
保
育
所
…
毎
週
水
・
木
曜
日

・
岩
島
保
育
所
…
毎
週
火
曜
日

■
時
間　

10
時
か
ら
11
時
30
分

【
育
児
相
談
】

■
日
程　

随
時

※
月
曜
か
ら
金
曜
の
10
時
か
ら
16
時

※
ご
利
用
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話
予

　

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
行
事
、
保
育

　

所
の
都
合
に
よ
り
お
断
り
す
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
づ
ま
保
育
所
（
☎
59
・
３
８
７
７
）

　

原
町
保
育
所
（
☎
68
・
２
８
５
３
）

　

岩
島
保
育
所
（
☎
67
・
２
５
０
６
）

 
町
内
保
育
所
の
園
庭
開
放
お
よ
び
育
児
相
談

　
臨
時
職
員
募
集
【
保
育
士
】

■
募
集
人
員　

1
名

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

■
任
用
条
件

　

7
時
30
分
～
18
時
30
分
（
週
40
時
間

以
内
）
早
番
遅
番
有
り

■
勤
務
先　

町
内
保
育
所

※
賃
金
・
通
勤
費
は
町
基
準
に
よ
る

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
上

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
証
明
書
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
係

（
☎
59
・
３
０
１
７　

担
当 

腰
塚
丈
弘
）

　
　
『
食
べ
る
こ
と
』
は
あ
な
た
の
健

康
を
つ
く
る
基
本
で
す
。
こ
の
機
会

に
あ
な
た
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

※
東
吾
妻
町
の
食
育
に
つ
い
て
詳
し
く
は
町
Ｈ

　

Ｐ
「
第
２
次
東
吾
妻
町
元
気
プ
ラ
ン
」
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

★
日
頃
の
食
事
を
チ
ェ
ッ
ク
！

①
食
塩
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
！

　

東
吾
妻
町
で
は
脳
血
管
疾
患
、
心
疾

患
の
死
亡
率
が
県
・
郡
に
比
べ
高
く
、

高
血
圧
の
医
療
費
も
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
減
塩
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
医
療
費
削
減
の
た
め
、

健
康
の
た
め
に
も
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
塩
摂

取
目
標
量
は
12
才
以
上
の
男
性
８
ｇ

未
満
・
女
性
７
ｇ
未
満
・
血
圧
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
人
は
６
ｇ
未
満

で
す
。（
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
２
０
１
５

よ
り
）

　

中
学
生
で
も
食
塩
摂
取
量
が
多
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
減
塩
が
重
要
で
す
。（
Ｈ

28
年
度
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
食
事
調
査
結
果

よ
り
）

【
今
す
ぐ
で
き
る
！
簡
単
減
塩
の
コ
ツ
】

★
め
ん
類
の
汁
は
飲
ま
な
い
！
必
ず

残
し
ま
し
ょ
う
。

★
し
ょ
う
ゆ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
食

材
に
か
け
ず
に
つ
け
て
食
べ
る
。

★
み
そ
汁
、
ス
ー
プ
な
ど
の
汁
物
は

１
日
１
回
に
。

②
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
！

　

野
菜
は
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・

食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
に
１
日
３
５
０
ｇ
摂
取

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
塩
を
体
外
に
出

す
働
き
が
あ
る
カ
リ
ウ
ム
も
多
く
含

み
ま
す
。

　

朝
・
昼
・
夕
毎
食
野
菜
料
理
を
と
る

よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
東
吾
妻
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
で
は
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い

て
、
調
理
実
習
を
交
え
た
出
前
講

習
会
を
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
東
吾
妻
町
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１
担
当 

菊
地　

薫
）

毎
年
6
月
は
食
育
月
間
で
す
！

15

12

6

9

東吾妻中学校
食塩摂取相当量（g/ 日）年次推移

13.1 13.4
12.6

14.0

10.6 10.8
11.3 11.4

8.0

7.0

H25 H26 H27 H28
男子 女子 男子目標 女子目標
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６月の予防接種日程表
❶太田・原町・岩島・坂上地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021） 担当  野山しのぶ

➋東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021） 担当  野山しのぶ

６月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021） 担当  篠原　萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021） 担当  富塚和香奈
●会場　ラッコ・ペンギン：保健センター／ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター

（＊印のついたサークルはどちらか近い会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）

　東吾妻町に設置されていた相談支援センター及び虐待防止センターが 6
月 1 日から中之条町に移転し「サポートセンターちゃあじ」が開所しまし
た。従来通り「大原荘相談支援事業所」と「あがつま相談支援センターや
まばと」の二つの事業所が入り、各々の特徴を生かしながら障がいのある
方や発達の気になる子などの相談を受け付けます。
■場所　中之条町大字西中之条 240 番地３
■問い合わせ先　サポートセンターちゃあじ（☎ 76-8080）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月９日㈮ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

19 日㈪

4 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年２月生まれ

7 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 28 年 11 月生まれ（BCG 接種を行います）

1 歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 28 年５月生まれ

20 日㈫ 3 歳児健康診査 13:00 ～ 13:20 平成 26 年４月・５月生まれ

24 日㈯ マタニティークラス② 10:45 ～ 11:00 妊婦と配偶者（前日までに電話で申し込みください）

27 日㈫ 離乳食講習会 10:15 ～ 10:30 平成 29 年２月・３月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月 23 日㈮
第３回乳幼児個別予防接種

14:00 ～ 14:30

「予防接種のお知らせ」を参照してください
６月 16 日㈮までに申し込んでください

日本脳炎予防接種
（Ⅰ期・1 回）

平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年 4 月 1 日生まれ
（平成 29 年度中に 4 歳になる子）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月 12 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

21 日㈬ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 4 カ月児から 1 歳児までの希望者

26 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

あがつま相談支援センター及びあがつま障がい者
虐待防止センターが移転しました

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月 14 日㈬
日本脳炎予防接種

（Ⅰ期・1 回）

13:45 ～ 14:15

平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年 4 月 1 日生まれ
（平成 29 年度中に 4 歳になる子）

15 日㈭ 13:15 ～ 13:30
16 日㈮ 13:15 ～ 13:30
27 日㈫

日本脳炎予防接種
（Ⅰ期・2 回）

13:15 ～ 13:30
28 日㈬ 13:45 ～ 14:15
30 日㈮ 13:45 ～ 14:15
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Information

昭和 17年７月２日～８月１日生まれの方へ

75 歳になる方へ
　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。
６月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を
緑色の封筒で郵送しますので、ご確認ください。

■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
	 （ 内線 116　 担当  鳥山典子）

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線 122　 担当  荒木聡子）

65 歳になった方へ
（昭和 27 年５月２日～６月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　

町
で
は
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
伺
い
し
、
今

後
の
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
6
月

に
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
策
定
年
度
に
あ
た
る
今
年

度
は
、
例
年
の
施
政
方
針
や
予
算
の
ほ

か
、
総
合
計
画
に
つ
い
て
の
概
要
説
明

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
太
田
公
民
館
に

つ
い
て
は
旧
太
田
中
学
校
の
活
用
方
法

の
説
明
会
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
会
場
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
「
生
の
声
」

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

■懇談会日程
期日 時間 会場

26 日㈪

19 時～

あづま農村環境改善センター
多目的ホール

27 日㈫ 太田公民館大会議室

28 日㈬ 東吾妻町役場大会議室

29 日㈭ 岩島公民館大会議室

30 日㈮ 坂上公民館大会議室

■問い合わせ先　役場総務課　総務係
　　　　　　　　（ 内線 212 　 担当  小池さつき）

案内
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
平

成
29
年
度
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診

費
を
次
の
通
り
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
保
険
料
に
滞
納
の
な
い
方

■
検
診
費
用

　

４
１
、０
４
０
円
（
消
費
税
込
み
）

※
２
０
、０
０
０
円
を
群
馬
県
後
期
高
齢

　

者
広
域
連
合
か
ら
助
成
し
ま
す
の
で
、

　

個
人
負
担
は
２
１
、０
４
０
円
で
す
。

■
対
象
医
療
機
関
お
よ
び
定
員

・
原
町
赤
十
字
病
院
…
20
名

・
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所…

10
名

※
ど
ち
ら
の
医
療
機
関
も
先
着
順
で
の

　

受
付
と
な
り
ま
す
。

■
検
診
期
間

・
原
町
赤
十
字
病
院

…
平
成
29
年
10
月
～
平
成
30
年
２
月

・
町
国
保
診
療
所

…
平
成
29
年
７
月
～
平
成
29
年
11
月

■
申
請
受
付

　

平
成
29
年
７
月
３
日
㈪
～
10
月
31
日
㈫

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■
申
請
先

　

役
場
町
民
課
・
東
支
所
・
各
出
張
所
（
公

民
館
）

■
持
参
す
る
物

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
認

め
印

※
注
意
：
す
で
に
今
年
度
、
後
期
高
齢

　

者
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、　

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金
が
出
ま
せ
ん
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　
（
内
線 

１
１
６　

担
当 

鳥
山
典
子
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ
い
て

案内
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町からのお知らせ

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で

は
、
平
成
30
年
度
に
採
用
す
る
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

【
消
防
職
】
… 

３
人

【
介
護
職
（
吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム
勤
務
）】

…
… 

1
人

■
受
験
資
格

　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
③
④
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒

　

業
し
た
者
、
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
卒

　

業
見
込
み
の
者
。

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

　

者
、
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に

　

合
格
見
込
み
の
者
。

【
消
防
職
】

③
採
用
後
、
吾
妻
郡
内
に
居
住
で
き
る

　

こ
と
。

④
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

【
介
護
職
】

③
介
護
福
祉
士
ま
た
は
来
春
ま
で
に
取

　

得
予
定
の
者
。

④
昭
和
53
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年

　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

■
試
験
日
・
内
容
・
会
場

▼
第
１
次
試
験
（
県
町
村
会
が
実
施
す

　

る
県
内
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
）

・
期
日
…
平
成
29
年
９
月
17
日
㈰  

・
内
容
…
教
養
試
験
お
よ
び
適
性
検
査

・
会
場
…
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

▼
第
２
次
試
験
・
第
3
次
試
験
（
介
護

職
は
２
次
試
験
ま
で
）

・
内
容
…
作
文
・
面
接

※
消
防
職
の
み
体
力
試
験
あ
り

・
期
日
…
平
成
29
年
10
月
中
旬
～
11
月
下
旬

・
会
場
…
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

■
受
験
申
込
期
間

　

平
成
29
年
７
月
３
日
㈪
～
７
月
31
日
㈪

※
受
験
申
込
書
は
、
吾
妻
広
域
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。
ま
た
、
７
月
３
日
以
降
消
防
各

　

署
お
よ
び
吾
妻
広
域
事
務
局
に
用
意

　

し
ま
す
。

■
申
込
方
法

    

簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記
録
郵
便
（
７

月
31
日
必
着
）、
あ
る
い
は
直
接
持
参
で

吾
妻
広
域
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

　

事
務
局
（
☎
75
・
４
７
０
０

〒
３
７
７-

０
４
２
５　

群
馬
県
吾
妻
郡

中
之
条
町
大
字
西
中
之
条
１
３
５
番
地

（
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
２
階
）

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
職
員
募
集
に
つ
い
て

求人　

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員

（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
平
成
29
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

　

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

　

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

　

を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成

　

30
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は

　

中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
上
記
①
に
掲
げ
る
者
に
準

　

ず
る
と
認
め
る
者

■
申
込
方
法

　
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
６
月
19
日
㈪
９
時
～

　

６
月
28
日
㈬

■
試
験
日

・
第
１
次
試
験  

平
成
29
年
９
月
３
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
（
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１
）

●
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
（
☎
０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１
）

　

８
時
30
分
～
17
時
（
土
・
日
曜
日
お

よ
び
祝
日
な
ど
の
休
日
は
除
く
。）

平
成
29
年
度
税
務
職
員
の
募
集

求人

　法務省および全国人権擁護委員連合会では、来る 6 月 26 日㈪から 7 月 2 日㈰までの一週間を「子どもの人権
１１０番強化週間」としていじめ、体罰、虐待など子どもの人権に関する相談・悩みごとについての電話相談
の取扱時間を延長します。

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間

■専用電話番号（全国共通）
　☎０１２０ー００７ー１１０
※ＩＰ電話からは接続できません
■受付時間　月～金曜日　８時 30 分～ 19 時
　　　　　　土・日曜日　10 時～ 17 時

※対応は人権擁護委員と法務局職員が当たり、秘密
は固く守ります。
■問い合わせ先
　前橋地方法務局人権擁護課
　（☎ 027-221-4466）
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、

平
成
12
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
17
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
よ
り
第

四
期
対
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
中
山

間
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
な
ど
、
農
用
地
を
守
る
た
め
の
活

動
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、
山
間
地
お

よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
傾
斜
農

用
地
な
ど
、
平
地
に
比
べ
て
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
で
農
業
生
産
を
行
う
農

業
者
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

町
で
は
23
の
集
落
で
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、
交
付
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
対
象
と
な
る
行
為

　

集
落
な
ど
で
締
結
さ
れ
る
協
定
に
基

づ
き
、
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、
水
路
・

農
道
な
ど
の
適
正
な
管
理
の
ほ
か
、
多

面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
と
し
て
景

観
作
物
の
作
付
け
や
周
辺
林
地
の
下
草

刈
り
な
ど
、
5
年
間
以
上
継
続
し
て
実

施
さ
れ
る
農
業
生
産
活
動
に
対
し
、
交

付
単
価
と
対
象
面
積
に
応
じ
た
交
付
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
各
集
落
に
お
け
る
多
様
な
取
り
組
み

・
簡
易
な
基
盤
整
備
、
農
業
機
械
の
購
入

　

交
付
金
を
積
み
立
て
、
農
道
の
舗
装

や
水
路
の
改
修
に
充
て
た
り
、
共
同
利

用
機
械
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
各
農
家

　

   

平
成
28
年
度
『
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
』　

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

案内

■平成 28 年度『中山間地域等直接支払制度』集落別実施状況　　　　　　　※１㎡当たりの通常単価

協定名
協定
区分

交付対象面積（㎡）
交付金
の総額
（円）

うち町の
負担額

（1/4）

田 畑

面積計急傾斜地
1/20 以上

※単価 21 円

緩傾斜地
1/100 ～ 1/20 未満

※単価８円

緩傾斜地
8 ～ 15 度

※単価 3.5 円

悪　津 通常 101,689 101,689 2,135,469 533,868 

小泉上 通常 27,253 14,095 41,348 685,073 171,269 

太郎谷戸 通常 33,886 1,038 34,924 833,349 208,339 

泉沢上 通常 68,226 4,584 72,810 1,469,418 367,355 

渥　津 通常 15,620 15,620 124,960 31,240 

大　谷 通常 51,743 51,743 413,944 103,486 

境野・分去 通常 36,890 36,890 295,120 73,780 

クヌギ 通常 10,528 4,442 14,970 256,624 64,156 

上　北 通常 1,670 20,817 22,487 201,606 50,402 

堀井戸 通常 7,615 59,460 67,075 635,595 158,900 

貫　井 通常 490 76,894 77,384 625,442 156,361 

箱　島 通常 5,198 147,666 152,864 1,290,486 322,622

丑ヶ渕 ８割 5,257 17,067 22,324 197,545 49,387 

松ノ木・西中堀・山根 ８割 56,174 56,174 359,513 89,879 

在上須郷 ８割 30,272 30,272 508,569 127,143 

原組下河原 ８割 118,685 118,685 759,584 189,896

岩井西田中 ８割 44,310 44,310 283,584 70,896

植栗第２ ８割 65,046 65,046 416,294 104,074 

植栗第３ ８割 65,918 65,918 421,875 105,470 

植栗第５ ８割 50,218 50,218 321,395 80,350 

岩下漆貝戸　 ８割 25,418 25,418 162,675 40,670 

田　谷 ８割 9,243 54,617 63,860 504,830 126,208 

岡　崎 ８割 180,817 183,699 364,516 4,213,398 1,053,351 

合　計 482,144 1,113,363 1,038 1,596,545 17,116,348 4,279,102 

Information
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　土地や建物を他人に貸す場合は、十分に注意してください。安易に貸してしまうと大量のゴミを不法投
棄されてしまうことがあります。不法投棄した人が行方不明になった場合や撤去する資力がない場合は、
土地や建物の所有者が片付けざるをえないことがあります。
　不法投棄されないために、土地や建物を貸すときは、

①借り主、事業内容、貸借期間、返却条件などしっかり
　確認しましょう。
②口約束にしないで、必ず書面で契約しましょう。
③定期的に見回りをして管理をしましょう。
■通報先
　産業廃棄物１１０番　（☎ 0120-81-5324）
　吾妻環境森林事務所総務環境係　（☎ 75-4611）

　　　　　平成 29年度入札結果　　（５月 22 日執行）

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

農道榛名西麓線（町道大沢・長藤線外）道路除草工事 萩生ほか ㈲野村組 3,180,000 円 建設課

町道長寿園線　測量設計業務委託 本宿 東洋測量設計㈱吾妻支店 8,800,000 円 建設課

橋梁維持工事 町内 南波建設㈱ 5,450,000 円 建設課

町道金井・川戸線外　道路詳細設計業務委託 川戸 技研コンサル㈱吾妻営業所 9,600,000 円 建設課

町道 1051 号線、岩井・金井線　測量設計業務委託 岩井 技研コンサル㈱吾妻営業所 9,550,000 円 建設課

国道 145 号電線共同溝事業に伴う上水道配水本管
布設替工事（第 1 工区）

原町 南波建設㈱ 15,100,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（29-05 工事） 新巻ほか ㈱たくみ 2,930,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（29-06 工事） 岩井 宮﨑工務店㈱ 1,820,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（29-07 工事） 川戸ほか ㈲小泉設備 1,640,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（29-08 工事） 三島 富沢設備㈱ 1,950,000 円 上下水道課

スポーツ広場テニスコート補修工事 原町 ㈱女屋スポーツ工事 3,500,000 円 教育課

■問い合わせ先　各担当課まで

の
労
力
の
削
減
や
費
用
負
担
の
軽
減
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

・
鳥
獣
害
防
止
の
た
め
の
地
域
全
体
活
動

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
を
防
止
す

る
た
め
、
集
落
外
周
に
電
気
柵
な
ど
を

共
同
で
設
置
し
、
よ
り
効
率
的
な
被
害

防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
維

持
管
理
費
用
に
も
交
付
金
が
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
景
観
作
物
の
作
付
け

　

休
耕
田
な
ど
を
利
用
し
て
、
水
仙
や

ひ
ま
わ
り
な
ど
の
花
の
植
栽
を
行
い
、

良
好
な
景
観
の
維
持
と
地
域
内
の
農
地

の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
集
団
的
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

協
定
農
用
地
内
に
お
い
て
農
業
生
産
活

動
な
ど
の
継
続
が
困
難
な
農
用
地
が
発
生

し
た
場
合
に
集
落
な
ど
に
よ
り
支
援
体
制

を
取
り
決
め
実
践
す
る
も
の
で
す
。

③
取
り
組
み
の
成
果

　

本
制
度
の
取
り
組
み
に
よ
り
耕
作
放

棄
の
発
生
防
止
と
共
に
、
共
同
活
動
を

通
じ
た
地
域
の
人
々
の
交
流
や
連
帯
感

の
強
ま
り
な
ど
、
集
落
機
能
の
活
性
化

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
交
付
金

が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
林
振
興
係

（
内
線 

５
２
３　

担
当 

橋
爪　

治
）

６月は廃棄物適正処理強化月間です

町からのお知らせ
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みんなの広場～投稿コーナー～

二
年
経
て
心
か
よ
は
す
友
と
な
り
し

翁
逝
き
た
り
不
慮
の
事
故
に
て

東　

曙　

美

筆
太
の
献
書
の
二
字
の
「
立
春
」
に

無
口
な
孫
を
覗
く
思
ひ
す

菅
谷
千
恵
子

い
つ
し
か
に
少
女
の
抱
き
し
犬
の
名
を

覚
え
て
あ
や
し
ぬ
雪
解
け
の
道

小
林
阿
弥
子

生
き
死
に
を
有
名
人
と
て
忘
ら
る
る

ま
し
て
市
井
の
我
が
身
な
ど
な
ど荻

原　

富
江

会
場
に
透
き
と
ほ
り
ゆ
く
ソ
プ
ラ
ノ
に

酔
ふ
こ
と
久
し
「
蝶
々
夫
人
」
に藤

原　

公
子

た
ゞ
一
人
お
母
さ
ん
と
呼
び
く
る
る

白
髪
ま
じ
り
の
二
女
の
む
こ
殿

青
木　

ソ
メ

ト
ン
ト
コ　

と
夜
の
踏
台
音
を
た
て

猫
が
入
れ
て
の
合
図
し
て
く
る

明　

日　

香

山
椒
摘
み
谺
返
し
の
な
か
り
け
り

燕
来
る
梁
よ
り
傘
の
吊
ら
れ
あ
り荻

原　

富
江

青
空
よ
り
流
れ
落
つ
枝
垂
桜
か
な

こ
で
ま
り
の
枝
よ
り
透
け
る
土
蔵
か
な

篠
原　

敏
子

看
護
師
の
田
舎
な
ま
り
や
五
月
晴
れ

シ
グ
ナ
ル
は
青
に
変
り
て
青
田
風西

山
三
重
子

蒼
天
に
光
放
ち
て
鳥
帰
る

金
色
の
芯
の
ま
ば
ゆ
き
白
牡
丹

竹
内　

芳
子

義
母
の
打
ち
し
蕎
麦
の
味
の
な
つ
か
し
く

練
習
す
れ
ど
そ
の
味
遠
し

福
島
ト
ミ
子

竹
林
に
行
け
ば
飛
び
出
す
猪
に

今
年
の
筍
望
み
薄
な
り

猪
野　

房
江

独
居
老
人
と
ふ
立
場
に
な
れ
ど
腑
に
落
ち
ぬ

夫
逝
き
て
ま
だ
ふ
た
月
な
れ
ば

石
田
千
嘉
子

え
さ
の
な
き
餌
台
に
来
て
鳴
き
騒
ぐ

今
年
は
じ
め
て
の
鵯
鳥
の
声

大
塚　

綾
子

幼
な
子
は
マ
マ
の
手
を
引
き
庭
に
出
で

喜
び
ゆ
ら
す
背
中
の
リ
ュ
ッ
ク

橋
爪　

治
子

仙
境
の
尾
瀬
に
も
ケ
イ
タ
イ
届
く
と
ふ

い
つ
ま
で
続
く
山
の
静
け
さ

篠
原
美
佐
江

高
温
に
開
き
初
め
た
る
桜
花

色
濃
き
種
な
れ
ど
紅
薄
く
咲
く

田
村
マ
リ
子

傷
つ
き
し
パ
ン
ダ
兎
に
こ
は
ご
は
と

孫
が
飲
ま
せ
る
処
方
の
薬

高
橋　

春
江

観
光
バ
ス
の
分
刻
み
な
る
発
着
場

人
波
あ
ふ
る
る
上
野
の
さ
く
ら

関
本　

こ
う

嫁
の
み
が
我
が
世
の
春
と
張
り
切
り
ぬ

な
ぜ
か
は
知
ら
ね
ど
た
だ
張
り
切
り
ぬ

田
中
よ
ね
子

い
た
だ
き
し
楤
の
芽
今
宵
は
天
ぷ
ら
に

口
に
広
が
る
春
の
先
ど
り

塩
谷　

好
子

夫
播
き
し
あ
れ
や
こ
れ
や
の
春
野
菜

そ
ぼ
ふ
る
雨
に
芽
の
揃
ひ
た
り

大
前
つ
る
枝

温
顔
の
ぽ
つ
く
り
地
蔵
春
日
差
す霞　

三
千
代

花
咲
く
や
屋
号
掲
ぐ
る
宿
場
道

植
木
美
寿
子

祝
詞
上
ぐ
長
寿
祭
や
う
ら
ら
け
し小

林　

春
子

茅
葺
き
の
里
に
高
々
鯉
の
ぼ
り

下
田　

道
子

町
長
の
祝
辞
高
ら
か
芽
吹
山

田
村　

洋
子

和
太
鼓
の
山
に
こ
だ
ま
す
春
祭

角
田　

す
み

老
い
集
ふ
里
の
清
し
き
春
の
風

林　

久
美
子

湯
の
里
の
地
蔵
参
り
や
花
盛
り

増
田
や
す
代

麗
か
や
境
内
つ
つ
む
オ
カ
リ
ナ
奏山

田
あ
さ
子

茅
葺
き
の
山
の
湯
宿
や
木
々
芽
吹
く

綿
貫　

秋
子

　

旧
岩
島
中
学
校
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

「
よ
み
が
え
れ
東
吾
妻
」
で
は
次
の
と
お
り
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

⑴
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
開
催
と
な
り
ま
す
。

毎
月
内
容
を
変
え
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
第
1
回
…
6
月
20
日
㈫ 

13
時
30
分
～
16
時

　
「
東
吾
妻
地
内
の
城
を
知
ろ
う
」

　

講
師
：
富
澤　

朗

⑵
ご
当
地
ソ
ン
グ
完
成
披
露
コ
ン
サ
ー
ト
の

　

開
催

　

東
吾
妻
町
を
歌
っ
た
曲
が
完
成
し
ま
し
た

の
で
、
披
露
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

7
月
9
日
㈰　

14
時
30
分
開
場

●
場
所　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

●
出
演
者　

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
・
奏
メ
イ
ナ
・

山
野
明
彦
・
リ
バ
ー
ド
ア
ー
ズ
な
ど

※
観
覧
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
に
な
る
の
で

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
み
が
え
れ
東
吾
妻　

片
貝

　
（
☎
０
９
０
・
５
３
３
９
・
８
２
３
３
）

　

4
月
24
日
に
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
太
田
ク
ラ

ブ
と
い
わ
び
つ
ク
ラ
ブ
が
Ｇ
Ｇ
交
流
大
会
を

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
お
互
い
広
く
交
流

で
き
て
と
て
も
良
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

い
わ
び
つ
ク
ラ
ブ　

角
田
定
子

■
結
果

・
男
子
の
部

　

優
勝
…
片
山
豊
慈　

準
優
勝
…
樋
田
光
夫

　

第
3
位
…
剣
持
英
夫

・
女
子
の
部

　

優
勝
…
清
水
貞
子　

準
優
勝
…
角
田
定
子

　

第
3
位
…
高
橋
純
子　

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

投
稿　

短
歌

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

投
稿　

長
寿
ま
つ
り～

群
馬
春
嶺
会
～

投
稿　

太
田
・
い
わ
び
つ
GG　

　

交
流
大
会
～
桜
の
花
見
交
換
会
～

投
稿　

よ
み
が
え
れ
東
吾
妻

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報
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樹
齢
が
１
５
０
年
位
に
な
る
山
つ
つ
じ
が

我
が
家
の
裏
庭
で
満
開
に
な
り
ま
し
た
。
2

本
の
株
か
ら
27
本
の
枝
が
高
さ
5
メ
ー
ト

ル
、
横
に
8
メ
ー
ト
ル
広
が
り
一
番
太
い
枝

は
瓶
ビ
ー
ル
よ
り
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

萩
生
地
区
在
住　

匿
名
希
望

　

皆
さ
ん
か
ら
の
写
真
や
楽
し
い
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
記
入

を
忘
れ
ず
に
役
場
企
画
課
広
報
統
計

係
ま
で
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

higashiagatsum
a.gunm

a.jp

）
お

送
り
く
だ
さ
い
。

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　　

◆第 16 回町民グラウンドゴルフ大会
▼開催日　平成 29 年４月 22 日㈯
▼会　場　東総合運動場
▼結　果
　【男子の部】
　優　勝…河辺　衛市（本宿クラブ）
　準優勝…入沢源太郎（大戸クラブ）
　３　位…片山　豊慈（いわびつクラブ）
　【女子の部】
　優　勝…戸矢カズ子（萩生クラブ）
　準優勝…山本リャウ（松谷クラブ）
　３　位…小池つや子（萩生クラブ）

岩櫃城温泉センターほか閉館３施設
リサイクル販売会のお知らせ

　東吾妻町公共施設の一部閉鎖により不用となった備品などを町民の皆さまに限定して販売を行います。
　写真は、その物品の一部です。ソファーや座布団を始め、レストランで使
用していた各種食器、グラス類など、幅広く安価で販売します。この機会に
是非ご来場ください。
なお、物品によって販売品と入札品に分けて販売を行います。
■開催期間　平成 29 年６月 17 日㈯・６月 18 日㈰　※２日間
■開催時間　９時～ 16 時 30 分
■販売会場　岩櫃ふれあいの郷（旧温泉センターラウンジ）
■受付会計　岩櫃ふれあいの郷（旧温泉センターフロント）
※お買上げいただいた物品の搬出は、職員の確認および会計を済まされた後、

購入者の責任により行ってください。
※職員による搬出、積み込みは行いません。また、物品の販売にかかる一切のご予約は受付できません。
※電気製品については、用途廃止するまで使用していたことを前提に当方では動作確認はしていないので、

あらかじめご了承ください。リサイクル品としての販売ですので購入後、破損などが見つかった場合でも
物品の交換・返品および返金はできませんのでご承知おきください。

■問い合わせ先　岩櫃ふれあいの郷（☎ 68-2261）

町スポーツ協会
事業参加者募集

　町スポーツ協会ではさまざま
なスポーツ事業を予定していま
す。

【第 1 回町民自主参加事業
「ウオークラリー」】

▼日時　平成 29 年７月２日㈰
▼会場　太田地区内コース

【フォークダンス講習会②】
▼日時　平成 29 年７月 19 日㈫
▼会場　太田出張所
■申し込み先・問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局
　（☎ 59-3370）

投
稿　

山
つ
つ
じ
が
満
開
に
な

り
ま
し
た
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まちの人口
～平成 29 年５月１日現在～

	 ●男	 6,983 人

	 前月比	 （－ 24 人）

	 ●女	 7,377 人

	 前月比	 （－ 23 人）

	 ●人口	 14,360 人

	 前月比	 （－ 47 人）

	 ●世帯数	 5,662 世帯

	 前月比	 （－ 14 世帯）

6 月分の納期限は 6 月 30 日です

この広報紙は再生紙を使用しています。

　これからの季節は、熱中症にかかりやすくなります。熱中症は、屋外だ

けでなく室内でもかかる可能性があります。次の点に気を付けて、熱中症

を予防しましょう。

・暑い場所を避ける　　・服装に気を付ける　・小まめに水分を取る

・エアコンや扇風機を上手に使う　　・急に暑くなる日に注意する

・日頃から体力づくりをする　　・周りの人と声を掛け合う

　熱中症の症状
　目まい、立ちくらみ、筋肉痛、頭痛、吐き気、倦

けんたいかん

怠感など。重症になると、

意識が無くなる、けいれん、高体温など

　熱中症になってしまったら
　涼しい所に避難させて衣服を脱がせ、体を冷やしたり、水分・塩分を補

給したりしてください。少しでも様子がおかしいときは、救急車を呼んで

ください。

●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

じゃがいも（男爵）……5 個

牛 乳 …………… 1 カ ッ プ

甘塩鮭…… 1 切れ（80g）

クリームチーズ…… 60g

塩…………… ひとつまみ

こしょう…………… 少々

薄力粉………… 大さじ２

卵 ………………… 1/2 個

パ ン 粉 ……………… 30g

揚 げ 油 ……………… 適 宜

い ん げ ん ………… 40g

ミ ニ ト マ ト …………8 個

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ● ○ ○ ○
固定資産税 ○ ○ ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ● ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

－材料（４人分）－　

●作り方
①じゃがいもは皮をむき 8 等分にして牛乳と一緒に鍋に入

れます。蓋をして火にかけ、中火で 15 分ほど煮ます。
柔らかくなったら火をとめ、マッシャーなどでつぶしま
す。

②甘塩鮭はラップで包み、電子レンジ 600 Ｗで 2 分加熱
します。あら熱が取れたら、皮と骨を除いてほぐします。

③①と②を混ぜ合わせ 8 等分にします。
④③の真ん中にクリームチーズをのせて俵型にします。
⑤薄力粉→卵→パン粉の順につけ、170 度の油で２～３

分きつね色になるまで揚げます。
⑥ゆでたいんげんを食べやすい長さに切り、ミニトマトと

ともに盛りつけて完成です。

おすすめ健康料理レシピ○135

『サケとチーズのコロッケ』 1 人分の栄養価　　エネルギー 362kcal
　脂質 20.2 ｇ　　カルシウム 80g　食塩 1.0g

26 日（月）…

…あづま農村環境改善センター

27 日（火）…太田公民館

28 日（水）…役場本庁舎

27 日（木）…岩島公民館

27 日（金）…坂上公民館

※各日　19 時から

町政懇談会
6 月は町政懇談会が開催され
ま す。 詳 し く は P16 を ご 覧
ください。

熱中症にご注意ください
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